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溶融炉心冷却を促進する低粘性化材の開発と関連する評価技術の開発に向け、本研究は開発中の低粘性

化材を実プラント体系に適用した場合の影響を解析により確認することを目的としている。低粘性化材を

実プラント体系に適用した場合の影響評価として、実プラント体系における溶融炉心の拡がり挙動につい

ては先行研究にて構築した CFD 解析モデルにより評価を行い、事故の事象進展及びプラント応答について

は MAAP コードを用いて評価を行った。以上の解析により、低粘性化材を実プラント体系に適用した場合

の影響を評価し、低粘性化材の有効性を確認した。 
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1. 緒言 

原子炉過酷事故時に原子炉容器室床面に溶融燃料が落下した場合。溶融燃料の拡がり面積は溶融炉心の

冷却性、MCCI 侵食深さの面で重要であると考えられる。本研究では、低粘性化材を実プラント体系へ適

用した場合の影響評価に取り組んだ。本発表では、実プラント体系での溶融炉心拡がり挙動解析及びプラ

ント応答解析の結果について報告する。 

2.拡がり解析 

既報[1]の通り、溶融燃料の拡がり距離を予測する拡がりモデルを構築しており、溶融炉心拡がり試験を

対象に拡がり距離の予測精度を検証済である。 

また、溶融炉心が原子炉容器室床面に落下する短期間の床面侵食量を評価するため、独 IKE との共同研

究でインピンジメント評価モデルを開発した。溶融炉心の拡がり過程中の低粘性化材混合割合及び原子炉

容器室床面に衝突した直後の溶融炉心の流速、メルト高さを境界条件として CFD 解析にインプットした。 

その結果、原子炉容器室床面の侵食が起きない場合は床面積の 50％程度しか拡がらないのに対し、床面

の侵食により低粘性化材が混合した場合は溶融炉心が床面全面に拡がることを確認した。 

3.プラント応答解析 

上述の拡がり解析の結果から、溶融炉心の拡がり面積が原子炉容器室床面積の 50～100％拡がった場合の

プラント応答解析を実施し、その結果から溶融炉心を拡げやすくする施策は原子炉格納容器破損防護の観

点で有効であることを確認した。また、低粘性化材を敷設する前後のプラント応答解析を実施し、低粘性

化材を敷設することで原子炉格納容器破損防護に悪影響を及ぼすことはないことを確認した。 

4.結論 

低粘性化材を適用した実プラント体系を対象に溶融炉心の拡がり挙動解析及びプラント応答解析を実施

した。その結果、溶融炉心を拡げやすくする施策として低粘性化材を敷設することの有効性を確認した。 
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